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「最高の思い出」 

 日に日に気温が下がり、冬があっという間にやってきました。先日の文化祭では、最後の大きな行事を

楽しもうとする皆さんの姿がたくさん見られました。私は、音楽科の担当ということで合唱コンクールの

取り組みにかかわらせていただきました。９月の第１回目の授業から練習を始め、音取りがうまく進まな

いこと、声量が小さいこと、合わせるとつられてしまって歌えなくなってしまうこと、気持ちのすれ違い

がおきて不穏な空気が流れたことなど、数えだしたらきりがないほど、様々な困難を目の当たりにしてき

ました。しかしそれらを乗り越え、どの学級もそのよさや努力の結晶を発揮した合唱を披露することがで

きました。賞にこだわり努力しながらも、終わってからは、賞のあるなしを超え、本気で取り組んだすが

すがしさを感じたり、自分や学級の成長に気づき喜んだりしている様子が伝わってきました。行事でも他

のことでも、精一杯誠実に取り組んだ結果や、自分にとってどんな価値があったのか後から振り返ること

で、自分の成長を実感でき、日々が充実するのではないかと感じています。 

 保護者の皆様におかれましては、合唱コンクールでは、たくさんのご参観をいただき、ありがとうござ

いました。懸命に学級の仲間と力をあわせて頑張っているお子さんの様子を感じ取っていただけたことと

思います。大きな行事は終わり、これからは一人一人、進路の実現に向けて進んでいくことが中心になっ

ていきます。学級担任を中心にしながらも、３年生の職員一丸となって取り組んでまいりますので、今後

ともよろしくお願いいたします。                      

★合唱コンクールの様子★ 

Ａ組  「虹」 Ｂ組 「証」 

Ｃ組 「信じる」 Ｄ組 「足跡」 

Ｅ組 「はじまり」 Ｆ組 「友～旅立ちの時～」 

Ｇ組 「ヒカリ」 

 

 

 

★お知らせ★ 
・12月３日(火)～６日(金)まで、個別懇談会があり
ます。「受験校確認書」(配布済)をお持ちいただ
くことになっています。よろしくお願いします。 

・臓器移植について考える道徳の授業を実施いたし
ます。これを機会にご家庭でも話題にしていただ
けるとありがたいです。このことについてご心配
な点がありましたら、担任までご連絡ください。 

・交通遺児の奨学金の案内がきています。希望され
る方は、学年主任までご連絡ください。 



♪ 文化祭を終えて ♪ 
Ａ組   

 合唱コンクールの練習が始まったばかりの頃は、他のパートにつられてばかりで音があわず、学級のみんな

の思っていることがばらばらだったけれど、パートリーダーの子が中心になって指示を出してまとめてくれた

り、自分が思っていることを伝えたりして、意見を交換し合い、どんどんまとまりのある合唱になっていきま

した。本番はとても緊張しましたが、学級のみんなのことをお互い信じあって歌うことができました。同じ目

標に向かってみんなで協力し、努力し、心を一つにして全力で取り組めてよかったです。 

Ｂ組   

 中学校生活最後の合唱コンクールは、最高で、思い出に残るものになったなと思いました。理由は、自分の

成長、学級全体の成長を肌で感じたからです。初めて「証」を聴いたとき、きれいなハーモニー、一体感、力

強い伴奏に圧倒され、一瞬でこの曲の虜になり、今すぐにでも歌いたいとうずうずしたことを覚えています。

本番では、みんな緊張してがちがちだったけど、３Ｂの魅力が伝わるようなすてきな合唱になったと思います。 

Ｃ組   

有志発表では、学級から３人の友達が出演して、全校を盛り上げており、すごいと思いました。学級のみん

なも声を出して応援していて、とてもよい雰囲気でした。合唱コンクールでは、私はこの曲を誰にどうやって

伝えるかを考え、さらに一番楽しみたいという思いで歌いました。このすべてを「信じる」を聴いている人に

届けられてとても嬉しかったです。卒業式の合唱でもたくさんの人への感謝を伝えられるように、この経験を

生かして頑張りたいです。 

Ｄ組   

 僕は合唱コンクールの取り組みを通して、いろいろな人と話しました。学級タイムでは、パートリーダーと

改善したいところやどうしたらうまく練習できるかなどを、練習時以外でも、「足跡」の難しいところや好きな

ところをいろいろな人と話すことができました。始めは歌うことが苦手で、声が小さくなってしまったけど、

学級の子が優しく歌いやすい雰囲気を作ってくれたので、安心して歌うことができました。Ｄ組は体育祭で悔

しい思いをしたから、みんなで一生懸命頑張って銅賞をとれてうれしかったです。 

Ｅ組   

合唱コンクール本番では、みんなの気持ちが一つになったという感じがしました。賞をとるために頑張って

全力を出して歌いました。結果は、残念ながら賞を取ることはできませんでした。悔しくて涙があふれそうで

した。周りのみんなを見ると、気持ちがどれだけ熱かったのかが伝わってきました。いろいろな行事がもう終

わってしまったけれど、全力で取り組む学級のみんなの気持ちや様子を新たに感じ取ることができてよかった

なと思います。 

Ｆ組   

今までは文化祭にあまりよいイメージはありませんでした。いろいろな行事があると学級の仲が悪くなるこ

とがあるからです。毎日ピリピリして、学校に行きたくないなと思ったこともあります。けれども今年の学級

は今までと 180°違いました。みんな笑顔で明るく練習していました。パートリーダーだけで考えて進めるの

ではなく、他の人も協力して改善していきました。誰かのミスを責めたり、空気を悪くしないようにしたりと、

とてもよい雰囲気の文化祭でした。最後に文化祭のよいイメージがもてるようになりました。 

Ｇ組   

 これまで学級タイムや音楽の授業で、一人一人が意見を出しあい、３年Ｇ組だけの合唱をつくりあげ、完成

度を高めることができました。全員が気持ちを一つに頑張っていたので、本番前は本気で金賞をとれると思っ

ていました。そして迎えた本番では、緊張しながらもみんなでこだわった曲の入りや歌う速度に気をつけて歌

いました。体感は一瞬だったけど、今まででベストの合唱でした。結果は銀賞でした。金賞でないことに悔し

がれるほど、みんなの気持ちがこもったすてきな合唱になりました。 

Ｊ組   

 私は、合唱コンクールで金賞が取れるように C 組のみんなと学級タイム、総合、学活、音楽の時間を使って

たくさん歌の練習をしました。始めはうまく歌えなかったけれどパートリーダーのアドバイスを聞いて頑張り

ました。本番はすごく緊張したけれど練習したことを思い出して歌ったら今までで一番うまく歌えました。金

賞の発表で C 組の「信じる」の曲が流れた瞬間は、みんなとたくさん頑張って歌の練習をやり遂げたことが思

い出され泣きそうになりました。中学校最後の合唱コンクールが思い出に残る最高の文化祭になりました。 

 


